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Ⅰ アドミッション・ポリシー（抜粋） 

 小樽商科大学は、「現代社会の複合的、国際的な問題の解決に貢献しうる広い視野と深い専門的知識及び豊か

な教養と倫理観に基づく識見と行動力により、社会の指導的役割を果たす品格ある人材の育成を目的とする 。」

（小樽商科大学学則第 1条第 1項）という理念に基づき次のような人を求めています。 

 

 求める学生像 

 （１）グローバルな視野のもと地域の社会・経済・文化の発展に貢献する意欲のある人 

 （２）異なる文化・考え方を理解しつつ、自己の能力を高める意欲を持ち、社会科学、人文科学、自然科学

等を学ぶために必要な基本的知識を身に付けている人 

 （３）生涯を通じて学ぶことに意義を認め、新たな知識や世界に触れることに喜びを見出すことのできる人 

 

 本学では、様々な社会現象や経済社会問題を対象として、新しい知識、理論、方法などを学び、それを使い

こなす能力を涵養します。そのためには、入学以前から、文化、思想、歴史、言語、社会科学、自然科学など、

特定の科目にとらわれない幅広い学習をしていること、学ぶ意欲を身に付けていることが必要です。 

 われわれの社会は、文化、思想、歴史、言語、情報技術（IT）、法制度、経済活動など多様な要素で成り立っ

ています。入学前に幅広い知識を修得することは、一見無関係のようにみえても大学で複雑な社会の仕組みを

理解し、新しい知識・理論を学ぶ際に必ず役に立つのです。 

 

  ※ アドミッション・ポリシーの全文は本学ホームページを参照してください。 

    https://www.otaru-uc.ac.jp/education/ug_policy/ 

 

 

Ⅱ 入学試験の概要 

 本学の入学者選抜は、一般選抜、学校推薦型選抜、グローカル総合入試（総合型選抜）、帰国子女入試、私費

外国人留学生入試及び社会人入試により行います。 

 

１ 一般選抜の実施方式 

 昼間コース（昼間の授業を履修するコース） 

 夜間主コース（夜間を主とした昼夜開講制の授業を履修するコース） 

  分離分割方式：ただし、本学では夜間主コース後期日程は実施しません。 

 

  注）分離分割方式 

  入学定員を「前期日程」と「後期日程」の二つに分け、先ず、「前期日程」の試験を実施し、その合格者の

発表を行い、合格者に入学手続を行わせ、次に、「後期日程」の試験の実施とその合格者の発表を行い、入学

手続を行わせます。 

  この際、「前期日程」の試験に合格し、所定の期日（3月 15日）までに入学手続を完了した者については、

「後期日程」に出願し、受験しても、「後期日程」の大学・学部の合格者とはしません。 

  「前期日程」又は「後期日程」の試験に合格し、その入学手続を行わなかった者は、その「前期日程」又

は「後期日程」の大学・学部への入学を辞退したものとして取り扱います。 
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２ 出願について 

 国公立大学一般選抜志願者は、「前期日程」で試験を実施する大学・学部から一つ、「公立大学中期日程」で

試験を実施する大学・学部から一つ、「後期日程」で試験を実施する大学・学部から一つの合計三つまでの大学・

学部に出願することができます。（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。） 

 

  ※ 公立大学への出願は一般社団法人公立大学協会ホームページを参照してください。 

    https://www.kodaikyo.org 

 

 また、以下の選抜の併願はできませんので注意してください。 

 ・昼間コース学校推薦型選抜と夜間主コース学校推薦型選抜 

 ・昼間コースグローカル総合入試（総合型選抜）と夜間主コース学校推薦型選抜 

 ・昼間コースグローカル総合入試（総合型選抜）と帰国子女入試 

 

Ⅲ 入学定員（募集人員） 

１ 昼間コース 

学部・学科名 入学定員 

募 集 人 員 

一般選抜 学校推薦型選抜 
グローカル総合入試 

（総合型選抜） 

前期日程 後期日程 一般枠 
専門学科・ 

総合学科枠 
一般枠 理系枠 

英語重視枠 数学重視枠      

商 学 部 

465人 230人  50人  70人  85人  10人  15人   5人 
  経 済 学 科  

  商 学 科 

  企業法学科 

  社会情報学科 

合 計 465人 280人  70人  85人  10人  15人   5人 

 

 注１）学科所属については、1 年次終了時に本人の希望及び 1 年次の成績により決定します。ただし、グロ

ーカル総合入試（総合型選抜）によって入学した者は、経済学科又は商学科のいずれかの所属となりま

す。 

    （経済学科 137人、商学科 148人、企業法学科 106人、社会情報学科 74人） 

 注２）一般選抜前期日程では、募集人員 280人を「英語重視枠 230人」と「数学重視枠 50人」とに分けます

が、募集は両枠一括して行います。詳細は、9頁以降の「Ⅴ一般選抜」をご覧ください。 

 注３）後期日程の募集人員には、帰国子女入試及び私費外国人留学生入試の募集人員若干名を含みます。 

 注４）学校推薦型選抜又はグローカル総合入試（総合型選抜）の合格者が募集人員に満たない場合、その欠

員は昼間コース一般選抜前期日程の募集人員に加えます。 
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２ 夜間主コース 

学部・学科名 入学定員 

募 集 人 員 

一般選抜 学校推薦型選抜 社会人入試 

前期日程   

商 学 部 

 50人  20人  20人  10人 
  経 済 学 科  

  商 学 科 

  企業法学科 

  社会情報学科 

合 計  50人  20人  20人  10人 

 

 注１）学科所属については、1年次終了時に本人の希望及び 1年次の成績により決定します。 

    （経済学科 12人、商学科 10人、企業法学科 12人、社会情報学科 16人） 

 注２）夜間主コース一般選抜後期日程は、実施しません。 

 注３）学校推薦型選抜又は社会人入試の合格者が募集人員に満たない場合、その欠員は夜間主コース一般選

抜前期日程の募集人員に加えます。 
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Ⅳ 入学者選抜方法等 

１ 入学者選抜方法等 

 １－１ 一般選抜 

     選抜方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学部・学科名 

  実 技 検 査 等 ２ 段 階 選 抜  

教科・科目に係る

個別テスト等の 

日 程 

備  考 

（欠員補充 

  の方法等） 

教
科
・
科
目
に
係
る
個
別
テ
ス
ト
を
課
す
る 

調
査
書
や
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
を
評
価
す
る
（
注
） 

実
技
検
査
を
課
す
る 

面
接
を
行
う 

小
論
文
を
課
す
る 

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
課
す
る 

主
と
し
て
、
調
査
書
等
の
内
容
と
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
成
績

に
よ
り
第
一
段
階
選
抜
を
行
い
、
そ
の
合
格
者
に
つ
い
て
さ
ら
に

必
要
な
検
査
等
を
行
う 

第
一
段
階
の
選
抜
に 

よ
る
合
格
者
数 

募
集
人
員 

定
員
に
対
す
る
倍
率 

そ
の
他 

商学部 

昼間コース 

 

経 済 学 科 

商 学 科 

企業法学科 

社会情報学科 

前
期
日
程 

英
語
重
視
枠 

○ × × × × × × × × 
230 

人 

2026年 

2月 25日(水) 

 

◎試験場 

【小樽】 

小樽商科大学 

【仙台】 

仙台大原簿記情報

公務員専門学校 

（仙台市青葉区） 
一般選抜におい

て、欠員が生じた

場合には、合格者

を追加します。 

欠員補充第 2次募

集を行うことがあ

ります。 

数
学
重
視
枠 

○ × × × × × × × × 
50 

人 

後
期
日
程 

× ○ × × × × × × × 
70 

人 
― 

商学部 

夜間主コース 

 

経 済 学 科 

商 学 科 

企業法学科 

社会情報学科 

前
期
日
程 

○ × × × × × × × × 
20 

人 

2026年 

2月 25日(水) 

 

◎試験場 

【小樽】 

小樽商科大学 

【仙台】 

仙台大原簿記情報

公務員専門学校

（仙台市青葉区） 

 注）後期日程における調査書及び志願者本人が記載する資料は、合否ラインに同点で並んだ志願

者のもののみを採点し評価します。 
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 １－２ 学校推薦型選抜、帰国子女入試、社会人入試 

    選抜方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学部・学科名 

学校推薦型選抜 
帰国子女・ 

社 会 人 の 

ための入試 

備  考 

入学定員の一部について、出身学校長の推薦に基づき、教

科・科目に係る個別テストを免除し調査書を主な資料とし

て判定する 

 

  実 技 検 査 等    

教
科
・
科
目
に
係
る
個
別
テ
ス
ト
を

免
除
し
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

課
す
る 

教
科
・
科
目
に
係
る
個
別
テ
ス
ト
及

び
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
免
除
す

る 実
技
検
査
を
課
す
る 

面
接
を
行
う 

小
論
文
を
課
す
る 

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス

ト
を
課
す
る 

そ
の
他 

募
集
人
員
（
注
） 

帰
国
子
女 

社
会
人 

商学部 

昼間コース 

 

経 済 学 科 

商 学 科 

企業法学科 

社会情報学科 

一
般
枠 

○ × × × × × × 
85 

人 

若
干
名 

×  

専
門
学
科
・
総
合
学
科
枠 

○ × × × × × × 
10 

人 

商学部 

夜間主コース 

 

経 済 学 科 

商 学 科 

企業法学科 

社会情報学科 

× ○ × ○ ○ × × 
20 

人 
× 

10 

人 
 

 注）学校推薦型選抜の合格者が募集人員に満たない場合、その欠員は一般選抜前期日程の募集人

員に加えます。 
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 １－３ グローカル総合入試（総合型選抜） 

   選抜方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学部・学科名 

グローカル総合入試（総合型選抜）   

入学定員の一部について、教科・科目に係る個別テストを

免除し、出願書類の内容及び口頭試問の結果を総合して判

定する 

 

第二次選抜 

の 日 程 
備  考 

  実 技 検 査 等   

教
科
・
科
目
に
係
る
個
別
テ
ス
ト
を

免
除
し
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

課
す
る 

教
科
・
科
目
に
係
る
個
別
テ
ス
ト
及

び
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
免
除
す

る 実
技
検
査
を
課
す
る 

口
頭
試
問
を
行
う
（
注
１
） 

小
論
文
を
課
す
る 

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス

ト
を
課
す
る 

そ
の
他 

資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
を
活
用

す
る 

募
集
人
員
（
注
２
） 

商学部 

昼間コース 

 

経 済 学 科 

商 学 科 

一
般
枠 

× ○ × ○ × × × ○ 
15 

人 

2025年 

11月23日(日) 

 

◎試験場 

小樽商科大学 

 

理
系
枠 

× ○ × ○ × × × ○ 
5 

人 

 注１）英語によるグループディスカッションと英語を主体とした個別の口頭試問を行い、基礎学

力のみならず、志願者の適性等も判定します。 

    また、口頭試問では、高等学校で学習した内容（英文、数式など）を含むことがあります。 

 注２）グローカル総合入試（総合型選抜）の合格者が募集人員に満たない場合、その欠員は一般   

選抜前期日程の募集人員に加えます。 
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Ⅴ 一般選抜 

１ 前期日程（昼間コース） 

 （１）出願資格 

    次のいずれかに該当し、かつ、本学が指定した令和 8（2026）年度大学入学共通テストの教科・科目

（Ⅳ－2の表（7頁）の前期日程（昼間コース）参照）を受験している者。 

   ① 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び 2026年 3月卒業見込みの者 

   ② 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者及び 2026年 3月修了見込みの者 

   ③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めら

れる者のうち、次の各項目の一に該当するもの及び 2026年 3月 31日までにこれに該当する見込みの

もの 

    ア 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定したもの 

    イ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者 

    ウ 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

    エ 文部科学大臣の指定した者 

    オ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（学校教育法施行

規則附則第 2 条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程による大学入学資格検定に合格した者

を含む。） 

    カ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、18歳に達したもの 

 

  注）出願資格③－カにより出願する場合は事前審査が必要となるので、詳細は教務課入試室に電話で照会

してください。 

 

 （２）出願期間 

    2026年 1月 26日（月）から 2026年 2月 4日（水）まで 

 

 （３）選抜方法等 

    大学入学共通テストの成績及び教科・科目に係る個別テストの成績の合計点並びに調査書を総合して

判定します。 

    一般選抜前期日程では、280名の定員を「英語重視枠」230名、「数学重視枠」50名に分けますが、「枠」

を問わず一括で募集を行います。 

    選抜方法は、初めに、数学重視枠に定める配点基準を用いて上位 50名の合格者を決定し、次にこの合

格者に含まれなかった受験者の中から英語重視枠に定める配点基準を用いて残りの合格者を決定します。 
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 （４）教科・科目に係る個別テストの日時等 

    教科・科目に係る個別テスト 2026年 2月 25日（水） 

学部・学科名 時間 教科・科目名 摘要 

商 学 部 

09:50 

～ 

11:30 

英 語 

 英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーシ

ョンⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、

論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲを総合して出題します。 

 聞き取り・書き取りは行いません。 

 数学は、第一

群又は第二群の

いずれか一群を

受験時に選択し

ます。  

 

   経 済 学 科  

   商 学 科 

   企業法学科 

   社会情報学科 

13:00 

～ 

14:40 

数 学 

（第一群） 

 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａの全範囲と、数学Ｂの「数

列」、数学Ｃの「ベクトル」を総合して出題します。 

（第二群） 

 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａの全範囲と、数

学Ｂの「数列」、数学Ｃの「ベクトル」及び「平面

上の曲線と複素数平面」を総合して出題します。 

15:50 

～ 

17:30 

国 語 
 現代の国語、言語文化、論理国語、文学国語、国

語表現、古典探究 

 

 （５）大学入学共通テストの配点及び教科・科目に係る個別テストの教科・科目・配点 

    Ⅳ－2の表「入学者選抜の実施教科・科目等について」によります。（7頁参照） 

    昼間コース一般選抜前期日程の教科・科目に係る個別テストでは、英語、数学、国語を課し、各教科

とも 200点満点とします。 

    英語重視枠では、英語を 200点満点で固定し、数学又は国語のいずれか得点の低い教科を 2分の 1に

換算します。 

    数学重視枠では、数学を 200点満点で固定し、英語又は国語のいずれか得点の低い教科を 2分の 1に

換算します。 

 

 （６）試験場 

    教科・科目に係る個別テストは、小樽試験場（小樽商科大学）及び仙台試験場（仙台大原簿記情報公

務員専門学校）で行います。 

 

 （７）合格者の発表 

    2026年 3月 6日（金） 

    合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）に掲載し、さらに、

本人あてに合格通知を行います。 

 

 （８）入学手続期間 

    2026年 3月 9日（月）から 2026年 3月 15日（日）まで 

 

 （９）追加合格者通知期間 

    2026年 3月 28日（土）から 2026年 3月 31日（火）まで 

 

 （10）欠員補充第２次募集 

    入学定員に欠員が生じた場合には、欠員補充第２次募集を行うことがあります。 
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２ 後期日程（昼間コース） 

 （１）出願資格 

    次のいずれかに該当し、かつ、本学が指定した令和 8（2026）年度大学入学共通テストの教科・科目

（Ⅳ－2の表（7頁）の後期日程（昼間コース）参照）を受験している者。 

   ① 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び 2026年 3月卒業見込みの者 

   ② 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者及び 2026年 3月修了見込みの者 

   ③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めら

れる者のうち、次の各項目の一に該当するもの及び 2026年 3月 31日までにこれに該当する見込みの

もの 

    ア 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定したもの 

    イ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者 

    ウ 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

    エ 文部科学大臣の指定した者 

    オ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（学校教育法施行

規則附則第 2 条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程による大学入学資格検定に合格した者

を含む。） 

    カ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、18歳に達したもの 

 

  注）出願資格③－カにより出願する場合は事前審査が必要となるので、詳細は教務課入試室に電話で照会

してください。 

 

 （２）出願期間 

    2026年 1月 26日（月）から 2026年 2月 4日（水）まで 

 

 （３）選抜方法等 

    大学入学共通テストの成績並びに調査書及び志願者本人が記載する資料を総合して判定します。 

    ただし、調査書及び志願者本人が記載する資料は、合否ラインに同点で並んだ志願者のもののみを採

点し評価します。よって、志願者全員の調査書及び志願者本人が記載する資料を採点するものではあり

ません。 

 

 （４）大学入学共通テスト等の配点 

    Ⅳ－2の表「入学者選抜の実施教科・科目等について」によります。（7頁参照） 

 

 （５）合格者の発表 

    2026年 3月 20日（金） 

    合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）に掲載し、さらに、

本人あてに合格通知を行います。 
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 （６）入学手続期間 

    2026年 3月 23日（月）から 2026年 3月 27日（金）まで 

 

 （７）追加合格者通知期間 

    2026年 3月 28日（土）から 2026年 3月 31日（火）まで 

 

 （８）欠員補充第２次募集 

    入学定員に欠員が生じた場合には、欠員補充第２次募集を行うことがあります。 
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３ 前期日程（夜間主コース） 

 （１）出願資格 

    次のいずれかに該当し、かつ、本学が指定した令和 8（2026）年度大学入学共通テストの教科・科目

（Ⅳ－2の表（7頁）の前期日程（夜間主コース）参照）を受験している者。 

   ① 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び 2026年 3月卒業見込みの者 

   ② 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者及び 2026年 3月修了見込みの者 

   ③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めら

れる者のうち、次の各項目の一に該当するもの及び 2026年 3月 31日までにこれに該当する見込みの

もの 

    ア 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定したもの 

    イ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者 

    ウ 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

    エ 文部科学大臣の指定した者 

    オ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（学校教育法施行

附則第 2 条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程による大学入学資格検定に合格した者を含

む。） 

    カ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、18歳に達したもの 

 

  注）出願資格③－カにより出願する場合は事前審査が必要となるので、詳細は教務課入試室に電話で照会

してください。 

 

 （２）出願期間 

    2026年 1月 26日（月）から 2026年 2月 4日（水）まで 

 

 （３）選抜方法等 

    大学入学共通テストの成績及び教科・科目に係る個別テストの成績の合計点並びに調査書を総合して

判定します。 

 

 （４）教科・科目に係る個別テストの日時等 

    教科・科目に係る個別テスト 2026年 2月 25日（水） 

学部・学科名 時間 教科・科目名 摘要 

商 学 部 

 

   経 済 学 科  

   商 学 科 

   企業法学科 

   社会情報学科 

09:50 

～ 

11:30 

英 語 

 英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケ

ーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論

理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲを総

合して出題します。 

 聞き取り・書き取りは行いません。 
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 （５）大学入学共通テストの配点及び教科・科目に係る個別テストの教科・科目・配点 

    Ⅳ－2の表「入学者選抜の実施教科・科目等について」によります。（7頁参照） 

 

 （６）試験場 

    教科・科目に係る個別テストは、小樽試験場（小樽商科大学）及び仙台試験場（仙台大原簿記情報公

務員専門学校）で行います。 

 

 （７）合格者の発表 

    2026年 3月 6日（金） 

    合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）に掲載し、さらに、

本人あてに合格通知を行います。 

 

 （８）入学手続期間 

    2026年 3月 9日（月）から 2026年 3月 15日（日）まで 

 

 （９）追加合格者通知期間 

    2026年 3月 28日（土）から 2026年 3月 31日（火）まで 

 

 （10）欠員補充第２次募集 

    入学定員に欠員が生じた場合には、欠員補充第２次募集を行うことがあります。 
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Ⅵ 学校推薦型選抜 

１ 学校推薦型選抜（昼間コース） 

 １－１ 一般枠 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （昼間コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

企 業 法 学 科 

社会情報学科 

募 集 人 員   85人 

出 願 資 格 

 次の全ての要件を満たし、令和 8（2026）年度大学入学共通テストの本学が定める科目

（Ⅳ－2の表（7頁）の学校推薦型選抜（昼間コース）参照）を受験している者で、特に

学校長が責任を持って推薦できるもの。（ただし、学校推薦型選抜（昼間コース）への同

一高校からの推薦は、一般枠と専門学科・総合学科枠の合計で各校 4人以内） 

 (1)  高等学校又は中等教育学校を 2026年 3月卒業見込みの者（外国の高等学校に留学

のため、2025年 4月 1日以降、学年の途中において卒業を認められた者を含む。） 

 (2) 特に優れた能力と意欲を有し、高等学校又は中等教育学校（後期課程）の全体の

学習成績の状況が次のいずれかに該当するもの 

  ① 4.0以上の者 

  ② 3.8以上 4.0未満の者で、かつ国語、数学、外国語いずれかの学習成績の状況が

4.3以上のもの 

 (3) 合格した場合は、入学することを確約できる者 

選 抜 方 法 等 
 大学入学共通テストの成績、自己推薦書の評価、調査書及び推薦書の内容を総合して

判定します。（面接は行いません。） 

出 願 期 間  2026年 1月 15日（木）から 2026年 1月 22日（木）まで 

教科・科目に係る 

個別テスト等 
 書類選考により選抜を行います。 

合格者の発表 

 2026年 2月 9日（月） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行い、学校長あてに合否の通知を行います。 

入学手続期間  2026年 2月 10日（火）から 2026年 2月 18日（水）まで 

そ の 他 昼間コース学校推薦型選抜と夜間主コース学校推薦型選抜の併願はできません。 
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 １－２ 専門学科・総合学科枠 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （昼間コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

企 業 法 学 科 

社会情報学科 

募 集 人 員   10人 

出 願 資 格 

 次の(1)(3)(4)又は(2)(3)(4)の要件を満たし、令和 8（2026）年度大学入学共通テスト

の本学が定める科目（Ⅳ－2の表（7頁）の学校推薦型選抜（昼間コース）参照）を受験

している者で、特に学校長が責任を持って推薦できるもの。（各校 2人以内） 

 (1) 高等学校もしくは中等教育学校の商業又は工業に関する学科を 2026年 3月卒業見

込みの者（外国の高等学校に留学のため、2025年 4月 1日以降、学年の途中におい

て卒業を認められた者を含む。） 

 (2) 高等学校又は中等教育学校の総合学科を 2026年 3月に卒業見込みの者で、商業に

関する教科・科目 20 単位以上又は工業に関する教科・科目 25 単位以上を修得（見

込みを含む。）したもの 

 (3) 特に優れた能力と意欲を有し、高等学校又は中等教育学校（後期課程）の全体の

学習成績の状況が次のいずれかに該当するもの 

  ① 4.0以上の者 

  ② 3.8以上 4.0未満の者で、かつ国語、数学、外国語いずれかの学習成績の状況が

4.3以上のもの 

 (4) 合格した場合は、入学することを確約できる者 

選 抜 方 法 等 
 大学入学共通テストの成績、自己推薦書の評価、調査書及び推薦書の内容を総合して

判定します。（面接は行いません。） 

出 願 期 間  2026年 1月 15日（木）から 2026年 1月 22日（木）まで 

教科・科目に係る 

個別テスト等 
 書類選考により選抜を行います。 

合格者の発表 

 2026年 2月 9日（月） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行い、学校長あてに合否の通知を行います。 

入学手続期間  2026年 2月 10日（火）から 2026年 2月 18日（水）まで 

そ の 他 昼間コース学校推薦型選抜と夜間主コース学校推薦型選抜の併願はできません。 
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２ 学校推薦型選抜（夜間主コース） 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （夜間主コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

企 業 法 学 科 

社会情報学科 

募 集 人 員   20人 

出 願 資 格 

 次の全ての要件を満たし、特に学校長が責任を持って推薦できる者。（各校 3人以内） 

(1)  高等学校又は中等教育学校を 2026 年 3 月卒業見込みの者（外国の高等学校に留学

のため、2025年 4月 1日以降、学年の途中において卒業を認められた者を含む。） 

(2)  人物が優れ、高等学校又は中等教育学校（後期課程）の全体の学習成績の状況が

次のいずれかに該当するもの 

  ① 4.0以上の者 

  ② 3.8以上 4.0未満の者で、かつ国語、数学、外国語いずれかの学習成績の状況が

4.3以上のもの 

(3) 合格した場合は、入学することを確約できる者 

選 抜 方 法 等 
 大学入学共通テストは課しません。小論文・面接・調査書・自己推薦書の評価の合計

点及び推薦書の内容を総合して判定します。 

出 願 期 間  2025年 11月 4日（火）から 2025年 11月 11日（火）まで 

教科・科目に係る 

個別テスト等 

小 論 文 2025年11月22日（土）10:00 ～ 11:30 

試験会場：小樽商科大学 

面 接 2025年11月22日（土）12:30 ～     

合格者の発表 

 2025年 12月 11日（木） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行います。 

入学手続期間  2026年 2月 10日（火）から 2026年 2月 18日（水）まで 

そ の 他 
 昼間コース学校推薦型選抜と夜間主コース学校推薦型選抜の併願、グローカル総合入

試（総合型選抜）と夜間主コース学校推薦型選抜の併願はできません。 
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Ⅶ 総合型選抜 

１ グローカル総合入試（総合型選抜）（昼間コース） 

 １－１ 一般枠 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （昼間コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

募 集 人 員   15人 

出 願 資 格 

 次のいずれかに該当し、かつ、本学が指定する民間の英語資格・検定試験を受験して

いる者で、一定以上のスコア又は等級（CEFRの段階別評価においては B1以上）であるも

の。 

 なお、本学が指定する民間の英語資格・検定試験は、出願開始日から起算して過去 2

年以内に受験していることを条件とし試験の成績提供を求める。 

 (1)  高等学校又は中等教育学校を 2026年 3月卒業見込みの者（外国の高等学校に留学

のため、2025年 4月 1日以降、学年の途中において卒業を認められた者を含む。）で、

合格した場合には、入学することを確約できるもの 

 (2) 日本国籍を有する者又は日本国の永住許可を得ている者で、保護者の海外在留に

伴い外国で学校教育を受け、保護者とともに帰国したもの（保護者の帰国後 1 年未

満の滞在は可）で、次の①～⑦のいずれかに該当するもの。 

   ただし、次の①及び②については、外国において、最終学年を含めて 2 年以上継

続して正規の教育制度に基づく学校教育を受けている者に限る。 

なお、外国に設置された学校であっても、日本の学校教育法に準拠した教育を施

している学校に在籍した者については、その期間を外国において学校教育を受けた

ものとはみなさない。 

① 外国において、学校教育における 12年の課程（日本における通常の課程による

学校教育の期間を含む。）を 2024年 4月 1日から 2026年 3月 31日までに修了し

た者及び修了見込みの者 

② 国際的な認証評価団体（WASC・ACSI・CIS・NEASC・Cognia・COBIS）から教育活

動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 12年の課程を 2024年 4月 1日から

2026年 3月 31日までに修了した者及び修了見込みの者 

③ 外国において、スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局か

ら国際バカロレア資格証書を 2024年又は 2025年に授与された者 

④ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥ

ア資格を 2024年又は 2025年に取得した者 

⑤ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を

2024年又は 2025年に取得した者 

⑥ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格とし

て認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・

アドバンスト・レベル資格又はインターナショナル・ジェネラル・サーティフィ

ケート・オブ・エデュケーション・アドバンスト・レベル資格を 2024年又は 2025

年に取得した者 
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⑦ 欧州連合構成国において大学入学資格として認められているヨーロピアン・バ

カロレア資格を 2024年又は 2025年に取得した者 

 (3) 日本国籍を有しない者で、次の①～⑦のいずれかに該当し、2024 年度日本留学試

験（2024年 11月実施分）又は 2025年度日本留学試験（2025年 6月実施分）を受験

し、日本留学試験の日本語（記述を含む）が 315 点以上であり、かつ、総合科目と

数学の合計が 260点以上であるもの 

① 外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者及び 2026年 3月 31

日までに修了見込みの者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

② 国際的な認証評価団体（WASC・ACSI・CIS・NEASC・Cognia・COBIS）から教育活

動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 12 年の課程を修了した者及び 2026

年 3月 31日までに修了見込みの者 

③ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカロレ

ア資格証書を授与された者 

④ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥ

ア資格を有する者 

⑤ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を

有する者 

⑥ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格とし

て認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・

アドバンスト・レベル資格又はインターナショナル・ジェネラル・サーティフィ

ケート・オブ・エデュケーション・アドバンスト・レベル資格を有する者 

⑦ 欧州連合構成国において大学入学資格として認められているヨーロピアン・バ

カロレア資格を有する者 

選 抜 方 法 等 

第一次選抜 

  出願資格(1)の者は、志望理由書、学修計画書、民間の英語資格・検定試験の成績、

調査書等を総合して第一次選抜通過者を判定します。 

  出願資格(2)の者は、志望理由書、学修計画書、民間の英語資格・検定試験の成績等

を総合して第一次選抜通過者を判定します。 

  出願資格(3)の者は、志望理由書、学修計画書、民間の英語資格・検定試験、日本留

学試験の成績等を総合して第一次選抜通過者を判定します。 

第二次選抜 

  第一次選抜を通過した者に対して、英語によるグループディスカッションと英語を

主体とした個別の口頭試問を行い、合否を判定します。 

出 願 期 間  2025年 10月 14日（火）から 2025年 10月 21日（火）まで 
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合格者の発表 

第一次選抜 

 2025年 11月 6日（木）17:00 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに第一次選抜通過通知を行います。 

第二次選抜 

口頭試問の日時 

 2025年 11月 23日（日）10:00～ 

（午前中にグループディスカッション、午後に個別口頭試問を実施） 

合格者の発表 

 2025年 12月 11日（木） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行います。 

入学手続期間  2025年 12月 12日（金）から 2025年 12月 19日（金）まで 

そ の 他 
グローカル総合入試（総合型選抜）と夜間主コース学校推薦型選抜の併願、グローカ

ル総合入試（総合型選抜）と帰国子女入試の併願はできません。 
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 １－２ 理系枠 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （昼間コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

募 集 人 員    5人 

出 願 資 格 

 次の全ての要件を満たし、本学が指定する民間の英語資格・検定試験を受験している

者。 

 なお、本学が指定する民間の英語資格・検定試験は、出願開始日から起算して過去 2

年以内に受験していることを条件とし試験の成績提供を求める。 

 (1)  高等学校又は中等教育学校を 2026年 3月卒業見込みの者（外国の高等学校に留学

のため、2025年 4月 1日以降、学年の途中において卒業を認められた者を含む。） 

 (2)  高等学校等で「数学Ⅲ」を履修している者 

 (3) 合格した場合には、入学することを確約できる者 

選 抜 方 法 等 

第一次選抜 

  志望理由書、学修計画書、民間の英語資格・検定試験の成績、調査書等を総合して

第一次選抜通過者を判定します。 

第二次選抜 

  第一次選抜を通過した者に対して、英語によるグループディスカッションと英語を

主体とした個別の口頭試問を行い、合否を判定します。 

出 願 期 間  2025年 10月 14日（火）から 2025年 10月 21日（火）まで 

合格者の発表 

第一次選抜 

 2025年 11月 6日（木）17:00 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに第一次選抜通過通知を行います。 

第二次選抜 

口頭試問の日時 

 2025年 11月 23日（日）10:00～ 

（午前中にグループディスカッション、午後に個別口頭試問を実施） 

合格者の発表 

 2025年 12月 11日（木） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行います。 

入学手続期間  2025年 12月 12日（金）から 2025年 12月 19日（金）まで 

そ の 他 
グローカル総合入試（総合型選抜）と夜間主コース学校推薦型選抜の併願、グローカ

ル総合入試（総合型選抜）と帰国子女入試の併願はできません。 
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２ 社会人入試（夜間主コース） 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （夜間主コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

企 業 法 学 科 

社会情報学科 

募 集 人 員   10人 

出 願 資 格 

 次のいずれかに該当し、かつ、人物が優れ、勉学する意欲がある者。 

 (1) 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者（卒業見込みは含まない）又は高等

学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験（廃止前の大学入学資

格検定を含む）に合格した者もしくは 2026 年 3 月 31 日までに合格見込みの者で、

次のいずれかの要件を満たすもの 

ア 2026年 4月 1日現在の年齢が 23歳以上で、社会人経験を 5年以上有する者 

イ 前項以外で、現に就業し（家業従事を含む）、入学後も就業しながら勉学するこ

とを確約できる者 

(2) 高等学校又は中等教育学校を 2026年 3月卒業見込みの者で、就業することが内定

し、市町村長の推薦を受けるもの 

選 抜 方 法 等 
 大学入学共通テストは課しません。小論文・面接・志望理由書の評価の合計点及び調

査書を総合して判定します。 

出 願 期 間  2025年 11月 4日（火）から 2025年 11月 11日（火）まで 

教科・科目に係る 

個別テスト等 

小 論 文 2025年11月22日（土）10:00 ～ 11:30 

試験会場：小樽商科大学 

面 接 2025年11月22日（土）12:30 ～  

合格者の発表 

 2025年 12月 11日（木） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行います。 

入学手続期間  2026年 2月 10日（火）から 2026年 2月 18日（水）まで 
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Ⅷ その他の入学者選抜 

１ 帰国子女入試（昼間コース） 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （昼間コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

企 業 法 学 科 

社会情報学科 

募 集 人 員   若 干 名 

出 願 資 格 

 日本国籍を有する者又は日本国の永住許可を得ている者で、保護者の海外在留に伴い

外国で学校教育を受け、保護者とともに帰国したもの（保護者の帰国後 1 年未満の滞在

は可）で、次の(1)～(7)のいずれかに該当するもの。 

ただし、次の(1)及び(2)については、外国において、最終学年を含めて 2 年以上継続

して正規の教育制度に基づく学校教育を受けている者に限る。 

なお、外国に設置された学校であっても、日本の学校教育法に準拠した教育を施して

いる学校に在籍した者については、その期間を外国において学校教育を受けたものとは

みなさない。 

 (1) 外国において、学校教育における 12年の課程（日本における通常の課程による学

校教育の期間を含む。）を 2024年 4月 1日から 2026年 3月 31日までに修了した者

及び修了見込みの者 

 (2) 国際的な認証評価団体（WASC・ACSI・CIS・NEASC・Cognia・COBIS）から教育活動

等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 12年の課程を 2024年 4月 1日から 2026

年 3月 31日までに修了した者及び修了見込みの者 

(3) 外国において、スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から

国際バカロレア資格証書を 2024年又は 2025年に授与された者 

 (4) ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア

資格を 2024年又は 2025年に取得した者 

 (5) フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を

2024年又は 2025年に取得した者 

(6) グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格として

認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アド

バンスト・レベル資格又はインターナショナル・ジェネラル・サーティフィケート・

オブ・エデュケーション・アドバンスト・レベル資格を 2024 年又は 2025 年に取得

した者 

(7) 欧州連合構成国において大学入学資格として認められているヨーロピアン・バカ

ロレア資格を 2024年又は 2025年に取得した者 

選 抜 方 法 等 
 小論文の評価及び面接の評価の合計点並びに成績証明書の内容を総合して判定しま

す。 

出 願 期 間  2025年 11月 4日（火）から 2025年 11月 11日（火）まで 
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教科・科目に係る 

個別テスト等 

小 論 文 2025年11月22日（土）10:00 ～ 11:30 

試験会場：小樽商科大学 

面 接 2025年11月22日（土）12:30 ～ 

合格者の発表 

 2025年 12月 11日（木） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行います。 

入学手続期間  2026年 2月 10日（火）から 2026年 2月 18日（水）まで 

そ の 他 帰国子女入試とグローカル総合入試（総合型選抜）の併願はできません。 
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２ 私費外国人留学生入試（昼間コース） 

実 施 学 部 ・ 

学 科 名 

    商 学 部 

    （昼間コース） 

 経 済 学 科 

商 学 科 

企 業 法 学 科 

社会情報学科 

募 集 人 員   若 干 名 

出 願 資 格 

 日本国籍を有しない者で、次の(1)～(7)のいずれかに該当し、 2025年度日本留学試験

（2025年 6月又は 11月実施分）を受験し、日本留学試験の日本語（記述を含む）が 315

点以上であり、かつ、総合科目と数学の合計が 260点以上であるもの  

 (1) 外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者及び 2026年 3月 31日

までに修了見込みの者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

 (2) 国際的な認証評価団体（WASC・ACSI・CIS・NEASC・Cognia・COBIS）から教育活動

等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 12 年の課程を修了した者及び 2026 年 3

月 31日までに修了見込みの者 

(3) スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカロレア

資格証書を授与された者 

 (4) ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア

資格を有する者 

 (5) フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を有

する者 

(6) グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格として

認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アド

バンスト・レベル資格又はインターナショナル・ジェネラル・サーティフィケート・

オブ・エデュケーション・アドバンスト・レベル資格を有する者 

(7) 欧州連合構成国において大学入学資格として認められているヨーロピアン・バカ

ロレア資格を有する者 

選 抜 方 法 等 

 2025 年度日本留学試験（2025 年 6 月又は 11 月実施分）の成績及び面接の評価の合計

点並びに成績証明書の内容を総合して判定します。  

［日本留学試験利用科目等］ 

 利用科目…日本語（記述を含む）、総合科目、数学（コース 1又はコース 2） 

 出題言語…出願の際に申告した出題言語（日本語又は英語）で受験してください。 

     （ただし、科目「日本語」は日本語による出題のみ。） 

出 願 期 間  2026年 1月 15日（木）から 2026年 1月 22日（木）まで 

教科・科目に係る 

個別テスト等 
面 接 2026年 2月 7日（土）10:00 ～ 試験会場：小樽商科大学 

合格者の発表 

 2026年 3月 6日（金） 

  合格者の受験番号を小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載し、さらに、本人あてに合格通知を行います。 

入学手続期間  2026年 3月 9日（月）から 2026年 3月 15日（日）まで 
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Ⅸ 障がい等を有する入学志願者との事前相談 

   障がい（学校教育法施行令第 22条の 3に定める障がいの程度）等のある入学志願者で、受験上及び修学

上の特別な配慮を必要とする場合は、教務課入試室に申し出てください。なお、相談の方法等詳細は募集

要項に明記します。 

 

Ⅹ 個人情報の取り扱いについて 

  (1) 本学が保有する個人情報は、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の法令を

遵守するとともに、「北海道国立大学機構保有個人情報管理規程」に基づき、保護に万全を期していま

す。 

  (2) 志願者の氏名、住所その他出願書類により取得した個人情報及び入学試験成績については、入学者選

抜（出願処理、選抜実施）、合格発表、入学手続、入学者選抜方法等の調査・研究及びこれらに付随す

る業務を行うために利用します。 

  (3) 合格者の個人情報は、入学後の学籍管理、成績管理、授業料管理、図書館利用管理の他、教育活動、

学生生活支援及び就職支援活動に必要な組織内の業務遂行のためにのみ利用します。 

  (4) その他 

     国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、合否及び入学手続等

に関する個人情報（氏名、性別、生年月日、高等学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に限

る。）を、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に提供することがあります。 

 

Ⅺ 学生募集要項の発表時期・入手方法 

  本要項は、本学における入学者選抜の基本的事項についてのみ記載したものです。教科・科目に係る個別

テスト等の日時、出願手続、出願書類等を記載した募集要項は、次のとおり発表する予定です。 

  なお、本学で実施する全ての選抜は、インターネット出願システムにより出願を受け付けます。募集要項

は小樽商科大学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/examination/guideline/）にて PDF データ

を公表しますので、そちらからダウンロードしてください。冊子での募集要項の配布は行いません。 

 

2026年度 学生募集要項の種別 発表時期 

 一般選抜（昼間コース） 

10月上旬  一般選抜（夜間主コース） 

 学校推薦型選抜（昼間コース） 

 学校推薦型選抜（夜間主コース） 

 9月上旬 

 グローカル総合入試（総合型選抜） 

 社会人入試（夜間主コース） 

 帰国子女入試（昼間コース） 

 私費外国人留学生入試（昼間コース） 10月上旬 
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Ⅻ お知らせ 

 

１ 大学入学共通テストの過年度成績利用について 

  本学の入学者選抜において、過年度の大学入学共通テスト成績は利用しません。 

 

 

２ 入試情報の開示について 

  本学では、2026年度入試において、各種の入試情報について開示します。 

  なお、開示内容等詳細については、募集要項でご確認ください。 

 

 

３ 2026年度ギャップイヤープログラムに関するお知らせ 

  本学では、2026年度昼間コースグローカル総合入試（総合型選抜）合格者を対象とした「ギャップイヤー

プログラム」（若干名）を実施します。 

  「ギャップイヤー」は、高校卒業から大学入学までの間の期間を指します。この期間を半年～1 年間程度

と長く取り、その間テーマを持って留学やボランティア等を行うことで、卒業後の進路選択も含めてより広

い視野と目的意識を得ることが期待されています。 

  本プログラムでは、本学への入学を１年間猶予し、国内外における長期学外学修プログラム（2025年度の

募集派遣先は下表のとおり）に参加していただきます。従って入学時期は、2026年 4月ではなく、2027年 4

月となります。 

  本プログラムにより留学する方には、より高い英語能力が求められます。例えば、ハワイ大学カピオラニ

コミュニティカレッジへの留学の場合、「英検 2 級 A、TOEIC（L/R）650、TOEFL ITP500、他」いずれかを満

たしていることが必要になります。参加学生へは、経済面を含めて、大学として様々な支援を行う予定です。 

  本プログラムの応募方法等については、対象となる昼間コースグローカル総合入試（総合型選抜）募集要

項とギャップイヤー関係（本学の「留学・国際交流」）のサイトでご案内します。 

（参考）2025年度ギャップイヤープログラム募集派遣先 

派遣先国・地域名 派遣先機関名 

アメリカ合衆国（ハワイ） ハワイ大学カピオラニコミュニティカレッジ 

オーストラリア連邦 ウーロンゴン大学カレッジ 

ニュージーランド 

アラ・インスティテュート・オブ・カンタベリー 

オタゴ大学イングリッシュランゲージセンター 

マレーシア マラヤ・ウェールズ国際大学 
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